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年頭のご挨拶

公益社団法人　富山県浄化槽協会
会 長　上　田　勝　朗

（一般社団法人 全国浄化槽団体連合会 会長）

　令和₅年、あけましておめでとうございます。

　₃年前に始まった新型コロナウイルス感染は、

終息していませんが、あと少しの我慢です。時間

をかけて準備をしてきた事業も感染拡大で縮小や

中止など残念なことが続いています。できる限り

の対策を取って活動を進めていきたいと思ってい

ます。

　令和₄年は浄化槽協会発足50周年でした。過去

の活動を確認する良い機会でした。生活水準の向

上を目的として、トイレの水洗化による衛生環境

であったと思います。最初の頃は浄化槽の適正施

工及び維持管理の技術向上のための技術者講習が

重要な事業でした。また、浄化槽を使う設置者に

対する講習も行なわれていました。どちらも大切

で、放流水の水質基準も強化され、浄化槽の性能

も向上してきました。現在は、し尿と生活排水を

処理する合併処理浄化槽になって、機種も増えて

メーカーごとに特徴が異なり、それぞれの維持管

理要綱を確認しながら維持管理をしないと期待ど

おりの性能が発揮しません。

　50年の節目に来て今何をしなければならないの

か考えると、浄化槽の信頼向上であると思います。

比較されるのは下水道です。それぞれに課題はあ

りますが、ひとつずつ対策を取っていくことが大

切です。令和₈年度末までの汚水処理10年概成は

目の前に来ています。全国の市町村は汚水処理（生

活排水処理）の区域を決定しました。下水道整備

か浄化槽整備の区域を決めたのです。しかし費用

対効果を考え、浄化槽整備に転換する市町村が増

えています。ますます浄化槽について説明し、しっ

かりとした施工と維持管理、適切な使用方法が大

切になります。

　これまで₉年間、県内15市町村をできるだけ首

長さんに直接浄化槽の説明をし、名水富山県の水

辺を守るために生活排水対策として下水道と浄化

槽のベストミックスで進めていくのが大切だと説

明してまわりました。財政に優しく、災害に強く、

水処理能力は下水道と同等であるが、個別の施設

であり、使い方や維持管理により処理水が悪くな

ることもある。もう一つ大きな課題があり、家庭

用浄化槽には微生物に空気を送るエアーポンプが

付いています。いつか故障します。定期的に部品

を交換した方が良いのですが、設置者の費用負担

を考えると故障時の対応になっているのが現状で

す。これまで県には新設の浄化槽には故障した時

の警報器を義務付けて欲しいとお願いしてきまし

た。市町村にも数千円で付けることができるから、

生ゴミ処理機のように、補助金を出して欲しいと

お願いしてきました。エアーポンプが止まったら

浄化槽ではなくなります。今年度の行政をまわっ

てきて、驚く回答があり残念に思っています。こ

れまで行政と業界が連携をとり協力して富山県の
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名水を守りましょうと話し合ってきましたが、警

報器については浄化槽の信頼を高めるためだか

ら、浄化槽業界の皆さんがやるべきだという考え

でした。隣の岐阜県でやれていることが富山県で

はできないのです。国土交通大臣にもこの現状を

説明し、家庭用浄化槽に警報器が必要だから建築

基準法を改正してでも対策をお願いしたいと伝え

ました。また浄化槽製造業界やポンプメーカーに

も要望していきます。

　新年度に向けて、浄化槽改正で生活排水対策を

考える協議会の設立があります。県全体や市町村

での協議会設立が必要だと考えています。長期に

渡っては、単独処理浄化槽を合併処理浄化槽に転

換することです。生活排水を垂れ流していて名水

の県だとは言えません。富山県はいろいろな産業

が名水の恩恵を受けています。そのような中で

使った水は綺麗にして返すのが名水への感謝の気

持ちであると考えます。

　近年、世界中で災害が発生しています。国内に

おいては災害時の対策や想定をもっての準備や訓

練がおこなわれています。毎年やっているとイベ

ント化しつつあり、もっと訓練が進化していくこ

とが必要に感じられます。市町村長まわりの中

で、地元の浄化槽関係者、廃棄物処理関係業者と

の災害時の協力協定を結ぶべきだと提案していま

す。地元のことをよく知っている業者が一番に対

応して、その後に県内、北陸、全国の順だと思い

ます。災害の想定による連絡体制や必要な設備や

人員など年に₁回は確認が必要です。また、避難

所になる施設や防災拠点になる建物に災害時のた

めの浄化槽設置に国の補助金が使えます。自然エ

ネルギーで発電し、蓄電池に充電し、浄化槽で処

理する施設です。

　全国に広まりつつある生活排水処理の整備区域

の区割りが下水道と浄化槽の役割分担で決められ

た状況で、住民は選んでそこに居住しているわけ

ではありません。浄化槽は個別処理なので維持管

理費用は高くなりますし、下水道は行政が一部負

担してきました。これでは同じ住民であるのに不

公平だという声があがってきています。裁判を起

こしたら浄化槽を使っている人が勝つのではない

かと言う人がいます。浄化槽も市町村型整備でや

れば良いのですが、それ以外は県内でも多くなっ

ていますが差額を補助する方法が広まっていま

す。

　今後広めていきたい設備として、ディスポー

ザー対応浄化槽です。下水道でも使える市町村が

ありますが、台所の流し台にディスポーザーを

使って生ゴミを処理すると台所から生ゴミが無く

なり衛生的でゴキブリなど出ません。市町村のゴ

ミ処理においても、焼却場で生ゴミを処理しなく

てもよくなれば焼却しやすくなるのではないで

しょうか。浄化槽設置の補助金を上げてもメリッ

トがあると思います。

　長年の懸案である浄化槽法で定められている法

定検査の受検率向上です。行政と業界が連携をし

て向上していきたいと考えています。高齢者の住

宅が多くなり、検査受検費用が負担に感じられて

いると思います。富山県においては下水道整備区

域内の単独処理浄化槽の法定検査を進めるのは課

題も多く、まずは合併処理浄化槽の受検率を上げ

ていくことを優先します。単独処理浄化槽につい

ては法改正で能力を発揮しない施設の除却命令や

指導などの判断について判断をする行政担当者や

法定検査員などのための研修会を開催したいと考

えています。

　最後に、50周年記念事業として三遊亭良楽さん

に創作落語「浄化槽」を作って披露していただき

ました。浄化槽関係者の評判も良く、10月に東京

で開催される「浄化槽の日」の大会でも披露した

いと考えています。

　本年も会員や職員の皆さん、県や市町村の皆さ

んと情報交換をしながら浄化槽の信頼を高めてい

きたいと思っています。ご協力をお願い致します。
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年頭のご挨拶

富山県生活環境文化部長
葊　島　伸　一

　令和₅年の年頭にあたり、謹んで新年のご挨拶

を申しあげます。

　公益社団法人富山県浄化槽協会の皆様には、ご

健勝で新年をお迎えのこととお喜び申しあげま

す。

　また、貴協会発足以来50年の長きにわたり、皆

様のたゆまぬご努力のもと、浄化槽の普及や適正

管理の推進、法定検査の受検率向上の取組みにご

尽力いただいてこられたことについて、心から敬

意を表するとともに、厚くお礼申しあげます。

　さて、富山県環境基本計画では、「水と緑に恵

まれた環境が保全・創造され、人と自然が共生し

ながら、持続可能でウェルビーイング（真の幸せ）

が向上した社会」の実現を目標としています。浄

化槽は、優れた汚水処理能力を有することはもち

ろん、災害時においても速やかに復旧できるとい

う強みを持ち、人口減少が進むなかで、地域ニー

ズへの柔軟な対応が可能な分散型汚水処理システ

ムとして、本県の清らかな水環境の保全と私たち

の快適な生活の実現に大きな役割を果たしてお

り、ウェルビーイングの向上にも欠かすことがで

きないものと考えています。

　今後も、清らかな水など安全で健康的な生活環

境を確保するため、単独処理浄化槽から合併処理

浄化槽への転換や適正な維持管理など、浄化槽の

信頼を高めていく取組みは大変重要であると考え

ています。

　県としては、こうした課題に加え、さらにはウェ

ルビーイングの向上に向けた取組みについても、

貴協会や市町村等と連携し、ワンチームとなって

取り組んでまいりたいと考えておりますので、引

き続きご支援とご協力を賜りますようお願い申し

あげます。

　結びに、公益社団法人富山県浄化槽協会の限り

ないご発展と、会員の皆様方のますますのご健康、

ご活躍、ご多幸を心からお祈り申しあげまして、

新年のご挨拶といたします。
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富山県合併処理浄化槽普及促進協議会
富山市環境部長　杉　谷　　　要

年頭のご挨拶

　令和₅年の年頭にあたり、謹んで新春のお喜びを

申し上げます。

　公益社団法人富山県浄化槽協会並びに協会会員の

皆様におかれましては、日頃から環境行政の推進に

格別のご理解、ご協力を賜り心からお礼申し上げま

す。

　また、貴協会におかれましては、設立から五十周

年の節目を迎えられ、半世紀にわたり浄化槽の適正

な維持管理の推進、環境保全意識の高揚に向け、ラ

ジオ放送、新聞の「浄化槽の日特集記事」掲載など

活発な啓発活動等を行っておられますことに深く敬

意を表する次第でありますとともに、令和₄年10月

25日にＡＮＡクラウンプラザホテル富山で開催され

た「公益社団法人富山県浄化槽協会　発足五十周年 

記念式典・記念祝賀会」が環境省・富山県・県内各

市町村や関係団体の皆様など、数多くのご来賓の方々

が参加し盛況のうちに執り行われ、次の五十年に向

けて歩み出されたことについて、今後一層の協会の

ご発展をご期待申し上げます。

　さて、富山県内における汚水処理人口普及率は、

前年度より0．2ポイント上昇して、令和3年度末で97．

6％となり、都道府県別順位は前年に引続き第₈位で、

東海・北陸地区では前年と同じく第₁位となりまし

た。皆様と共に手をたずさえて事業を進めてまいり

ましたことが、順調な汚水処理施設の整備に繋がっ

たものだと考えております。

　一方、全国では、未だ約1，000万人が単独処理浄化

槽や汲み取り便槽を使用しており、これらの老朽化

による破損等が懸念されております。このようなこ

とから、今後とも、貴協会並びに会員の皆様と十分

な連携のもと、富山における合併処理浄化槽の整備

促進等に取り組んでまいりたいと考えておりますの

で、引き続きお力添えを賜りますようお願い申し上

げます。

　終わりに、公益社団法人富山県浄化槽協会の今後

さらなるご発展と、新しい年が会員の皆様にとって

健やかで希望に満ちた一年となりますよう、心から

お祈り申し上げ、新年のご挨拶といたします。
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〔全　体〕
₁　持続可能な社会の実現に向けた取組みの強化に

ついて
₂　合併処理浄化槽の整備促進について

〔補助制度の創設〕
₃　浄化槽維持管理等に対する助成制度の創設等に

ついて
〔公共用水域の水質保全対策〕
₄　単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換促

進について
〔災害関係〕
５　災害に備えた体制づくりについて

〔その他〕
₆　法定検査の受検促進及び浄化槽台帳整備への協

力について
₇　浄化槽の信頼向上のための警報器取り付け推進

について
₈　改正浄化槽法に対する積極的な取組みについて
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10 月 28 日（金）10 月₆日（木）

　今回で₉回目となる市町村長要望を、上田会長に、黒
畑・廣瀬両副会長及び寺井専務理事が同行し、地元の支
部長さん他の協力を得て、今年も全１５市町村を訪問しま
した。年々、首長さんに直接お会いできる市町村が増え
てきており、手ごたえを感じております。
　現場を良く知っておられる市町村長のお話には説得力
があることから、是非、“こんな風にしたらもっとよく
なる”とういう意見をいただきたいとお願いし、要望だ
けでなく個別 ･ 具体的な情報交換も行いました。
　協会からは、①下水道と浄化槽のベストミックスで生活
排水処理をやっていただきたいこと、②下水道と浄化槽の
経費負担是正のため浄化槽の維持管理費に対する助成制
度を設けて欲しいこと、③法定検査の受検率が全国平均よ
り低いので年に₁回は、広報等で周知していただきたいこ
と、などを要望しました。
　上田会長をはじめ協会一同は、今後も浄化槽のさらな
る普及促進に取り組んで参ります。

市町村長さんへの要望
◆ 市町村長要望事項 ◆
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11 月 14 日（月）

11 月₄日（金）

10 月₇日（金）
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　上田会長に、黒畑副会長、廣瀬副会長及び寺井専務理事が
同行し、富山県庁県知事控室において、富山県への要望を実
施しました。
　₈回目となる今回も、上田会長からは、富山県内における
浄化槽の現状だけでなく、全浄連会長としての働きの中で得
た最新の国の動きや全国の情報を踏まえながら、「浄化槽法
の改正に対する積極的な取組み」や「新設の小規模浄化槽へ
の警報器の設置」などを、₇項目にまとめ富山県に対し提案
しました。

新田知事に要望書を手渡す上田会長（左）

新田知事と正副会長

葊島部長に要望書を手渡す上田会長（左） 環境政策課の皆さんと正副会長

▪ 富山県知事への要望 令和₄年12月13日（火）10：30 ～

▪ 富山県生活環境文化部長への要望 令和₄年12月16日（金）13：50 ～

富山県知事等への要望

　例年、知事要望と同日に行っていた部長要望を、
都合により日を改めて実施しました。
　上田会長に、黒畑副会長、廣瀬副会長及び寺井
専務理事が同行し、生活環境文化部長室において

〔浄化槽の整備促進〕
₁　浄化槽法の改正に対する積極的な取組みについて
₂　持続可能な社会の実現に向けた取組みの強化について
₃　市町村設置型等の合併処理浄化槽の整備促進について
₄　単独処理浄化槽の合併処理浄化槽への早期集中転換

について
〔浄化槽の適正な維持管理等〕
₅　浄化槽台帳のより正確な整備について
₆　法定検査（浄化槽法第11条）の受検基数と受検率

の向上について
〔補助制度の拡充〕
７　インセンテイブが働く新たな補助制度について

◆ 知事・部長要望事項 ◆

葊島部長に要望書をお渡し、引続き林次長、中島
環境政策課長など、多くの方に同席をいただき要
望及び情報交換を行いました。
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　今回初めて、富山県議会議長への要望を実施しました。

　上田会長に寺井専務理事が同行し、県議会議長室において

渡辺議長に要望書をお渡しし、しばし懇談しました。

渡辺議長に要望書を手渡す上田会長

▪ 富山県議会議長への要望 令和₄年12月16日（金）13：00 ～

受賞のおよろこび

　令和₄年１０月₃日に東京都内で開催

された、第３６回全国浄化槽大会式典に

おいて、令和₄年度国土交通省住宅局

長表彰を当協会理事の佐々木　隆輔

氏が受賞されました。

国土交通省住宅局長表彰

佐々木　隆輔 氏
（ニッコー株式会社）

〔浄化槽の整備促進〕　
₁　浄化槽法の改正に対する積極的な取組みについて
₂　持続可能な社会の実現に向けた取組みの強化について
₃　市町村設置型等の合併処理浄化槽の整備促進について
₄　単独処理浄化槽の合併処理浄化槽への早期集中転換

について
〔浄化槽の適正な維持管理等〕
₅　浄化槽台帳のより正確な整備について
₆　法定検査（第11条検査）の受検基数と受検率の向

上について
〔補助制度の拡充〕
₇　インセンテイブが働く新たな補助制度について

◆ 議長要望事項 ◆

　法定検査受検者の利便性について配慮したキャンペーンは、引
き続き行っています。
　口座振替を申し込まれた方（一般住宅の方）には“クオカード
（500円）”をプレゼントしています。是非、お申込みください。
　令和₃年度　新規申込数：247件

検査手数料の口座振替キャンペーン実施中
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令和₄年度（₇月～）の主な事業活動状況（前編）

◆こども環境教室
　₇月13日（水）小矢部市立大谷小学校
　・₄年生₂クラス57名、青年部会₄名
　10月19日（水）富山市立東部小学校
　・₄年生₃クラス74名、青年部会₆名

◆第11回 富山に e
いいこ

co とプロジェクト事業
　₇月17日（日）
　・射水市六渡寺海岸の清掃活動を実施
　・大人29名､ 小人₅名　計34名参加

◆第₁回 協会発足50周年記念事業実行委員会
　₇月26日（火）
　⑴　50周年記念事業について
　⑵　50周年記念事業実施体制と運営責任者について
　⑶　記念式典、祝賀会関連（協会旗、表彰対象者、記念品、動画制作）
　⑷　今後の日程について

◆令和₄年度 第₁回富山県地方保証制度審査委員会
　₇月26日（火）
　⑴　委員長及び委員長職務代理の互選について
　⑵　審査案件（機能保証制度申請検討中の浄化槽）について 

◆令和₄年度 浄化槽管理士研修会　56名受講
　₈月23日（火）　富山産業展示館（テクノホール）
　⑴　「浄化槽行政の動向について」
　　　講師：今多奈緒技師 ･ 富山県環境政策課
　⑵　「あらためて浄化槽の基本事項について」
　　　講師：岡城孝雄所長・岡城技術士事務所 
　⑶　「浄化槽保守点検業の登録に係る研修」
　　　講師：武田文彦リーダー・（公財）日本環境整備教育センター
　　　
◆「県民一斉防災訓練　シェイクアウトとやま」に参加
　₉月₁日（木）
　⑴　富山商工会議所の防災訓練に参加
　⑵　協会独自に、携帯電話（LINE）による検査員の「安否確認訓練」を実施

◆令和₄年度 富山県「環境ポスターコンクール」の協賛・表彰（本紙15頁に掲載）
　₉月14日（水）　富山県浄化槽協会会長賞を₉点選考
　10月10日（月）　表彰状及び記念品の贈呈

小矢部市立大谷小学校 富山市立東部小学校

協会発足50周年記念事業実行委員会

富山県地方保証制度審査委員会

浄化槽管理士研修会

射水市六渡寺海岸
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◆第₂回 協会発足50周年記念事業実行委員会
　₉月15日（木）
　⑴　式典・祝賀会プログラム及び役割の決定に
　　ついて
　⑵　表彰者の決定及び記念品等について
　⑶　式典・祝賀会出席者への案内について
　⑷　その他（50周年のあゆみ動画、アトラクション）
　⑸　今後の日程について

◆「浄化槽の日」普及啓発事業　
　10月₁日（土）
　・新聞に特集記事を掲載
　　（建設新報〈50周年特集〉、富山新聞、北日本新聞）
　・KNB ラジオ放送で「浄化槽の日」を PR
　　毎週水曜日の朝₈時30分からのニュースの時間帯に

放送しているラジオ CM を、₉月₇日～28日の間
　　「浄化槽の日」バージョンに変更して放送

◆第36回 全国浄化槽大会　
　10月3日（月）　東京都　
　・佐々木隆輔理事が、国土交通省住宅局長表彰を受賞
　・上田会長、寺井専務理事出席

◆市町村長要望（15市町村訪問）（本紙₅・₆頁に掲載）
　10月₆日（木）～11月₄日（金）
　・10/₆：朝日町、南砺市、砺波市　　　　　・11/₁：魚津市、滑川市
　・10/₇：上市町、舟橋村、高岡市、富山市　・11/₄：小矢部市、射水市
　・10/28：入善町、立山町、氷見市　　　　　・11/14：黒部市

◆「とやま環境フェア2022 ㏌ Web」に参加出展
　10月₇日（金）～₁月₉日（月）
　・浄化槽の法定検査動画を制作・Web 会場で公開
　　（現在 HP・YouTube で公開中）
　　https://www.jkyo-toyama.or.jp
　　https://www.youtube.com/watch?v=zsnzoFQ1Ycl

◆第₃回 協会発足50周年記念事業実行委員会
　10月12日（水）
　⑴　式典・祝賀会の進行要領について
　⑵　式典・祝賀会の出席者等について
　⑶　永年勤続表彰の受賞者及び代表者の決定とプログラムについて
　⑷　オープニングムービー「TJK50年の歩み」について
　⑸　祝賀会アトラクションについて

【YouTube 動画】
浄化槽の法定検査

日刊建設新報

富
山
新
聞 

紙
面

北
日
本
新
聞
紙
面

2022年度「浄化槽の日」ポスター
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協会発足50周年記念式典 令和₄年10月25日（火）16：30 ～17：30
ANA クラウンプラザホテル富山 ₃階 鳳の間

　昭和48年10月25日富山県浄化槽協会が任意団体

として誕生してから、今年で発足50周年を迎えた

ことを記念して、令和₄年10月25日ＡＮＡクラウ

ンプラザホテル富山で記念式典を開催しました。

一般社団法人 全国浄化槽団体連合会
　会 長 表 彰　団体　（公社）富山県浄化槽協会
　会 長 表 彰　個人　日環計量管理㈱　　嶋田　仁司 氏
　会長感謝状　　　　㈲小矢部衛生工業　長田　聖真 氏

公益財団法人 日本環境整備教育センター
　理事長感謝状　　　（公社）富山県浄化槽協会

公益社団法人 富山県浄化槽協会
　会 長 表 彰　特別功労 前会長　　　島　　小一 氏
　 前副会長　　福田　正和 氏
　　　　　　　役員表彰 環研令和㈱　稲場　智久 氏
 ㈱西原ネオ　栗林　卓也 氏

協会旗披露

協会発足50周年記念事業実行委員会 ご来賓の方々

オープニングムービー上映 式次第 開会の辞　黒畑寛副会長

祝辞 日本環境整備教育センター
由田秀人理事長

会長表彰・特別功労
福田正和氏

受賞委員の皆様

祝辞　全浄連
成田浩明副会長

会長表彰・特別功労
島　小一氏　

会長感謝状・委員会委員
小沢弘文氏

祝辞　富山県議会
瘧師富士夫副議長

日本環境整備教育センター
理事長感謝状

（公社）富山県浄化槽協会

会長表彰・永年勤続功労
従業員代表　結城里美氏

祝辞　富山県
新田八朗知事

全浄連　会長感謝状
長田聖真氏

会長表彰・永年勤続功労
技術者代表　高見哲昌氏

祝辞　環境省
沼田正樹浄化槽推進室長

全浄連　会長表彰
嶋田仁司氏

会長表彰・優良技術者表彰
山本　豊氏

会長挨拶
上田勝朗会長

全浄連　会長表彰
（公社）富山県浄化槽協会

会長表彰・役員表彰
稲場智久氏

　環境省、知事、議長、市町村長をはじめとする

行政機関並びに全浄連等各種関係団体から多くの

ご来賓をお迎えし、たくさんの協会会員にご参加

いただき、お陰様で盛会裏に終了しました。

積水ホームテクノ㈱ 浅川　賢一 氏
㈱黒東アメニティ公社 上田　勝也 氏
㈱三久技研 岡本　成広 氏
㈱北陸技研 川井　正昭 氏
㈱三久萩原技研 小沢　弘文 氏
㈲福岡クリーン・アルファ 中井　宗義 氏
㈲クリーンアクト砺波 原野　　誠 氏
黒部クリーン㈱ 山内　大輔 氏
富山県立大学・名誉教授 楠井　隆史 氏
富山高等専門学校・教授 袋布　昌幹 氏

公益社団法人富山県浄化槽協会
会長感謝状　委員会委員
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協会発足50周年記念祝賀会 令和₄年10月25日（火）18：00 ～
ANA クラウンプラザホテル富山

　記念式典終了後、引続き同ホテルにて記念祝賀

会を開催しました。

　今回、全国（世界）初の試みとして、富山市出

公益社団法人 富山県浄化槽協会
　会長表彰　優良技術者表彰
　　（公財）富山市生活環境サービス 伊森　滋人 氏
　　㈱日本クリーン 西田　英高 氏
　　㈱アースクリーン21 広瀬　　晃 氏
　　北陸フジクリーン㈱ 山本　　豊 氏

公益社団法人 富山県浄化槽協会
　会長表彰　永年勤続功労
　　技術者　 会員18社　56名
　　従業員 会員11社　11名
　会長感謝状
　　協会関係者及び協会職員 ₈名

祝宴 祝賀会会場

閉会の辞
廣瀬和夫副会長

謝辞
受賞者代表　稲場智久氏

返礼万歳
齊藤隆宏青年部会長

万歳 日本環境整備教育センター
由田秀人理事長

お祝いの言葉
浦部隆博石川県浄化槽協会長

お祝いの言葉
藤井裕久富山市長

司会
田島悠紀子さん

落語家
三遊亭良楽 師匠創作落語『浄化槽』

乾杯　富山県
葊島伸一生活環境文化部長

開会挨拶
上田勝朗会長

身の落語家 三遊亭良楽 師匠に『浄化槽』を題材

にした創作落語をご披露いただいたところ、大変

好評で会場はおおいに盛り上がりました。
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令和₄年度（₇月～）の主な事業活動状況（後編）

◆令和₄年度 富山県総合防災訓練
　10月16日（日）　小矢部市　₉名参加
　・メイン会場のクロスランドおやべに本部を設置し、上田会長ほか

協会職員、嶋田支部長ほか砺波支部会員の協力のもとに、浄化槽
の緊急点検訓練を実施

◆第36回 全国浄化槽技術研究集会・第44回 浄化槽行政担当者研究会
　10月18日（火）～19日（水）　愛媛県松山市　
　・上田会長、寺井専務理事、協会事務局検査員1名出席

◆令和₄年度 富山県浄化槽行政担当者会議
　10月18日（火）　協会事務局₂名出席
　⑴　令和₄年度浄化槽特別一斉指導実施要領（案）について
　⑵　浄化槽事務に係る留意事項について
　⑶　浄化槽保守点検業者関係業務について

◆協会発足50周年記念式典・記念祝賀会（本紙11・12頁に掲載）
　10月25日（火）　ANA クラウンプラザホテル富山　
　・記念式典　116名、祝賀会　89名　出席

◆令和₄年度 全浄連北陸地区協議会各県会長会議
　11月₈日（火）～₉日（水）　とやま自遊館
　・新潟・石川・福井・富山の₄県が毎年持ち回りで開催。今年は、

富山県が担当。各県の会長、事務局長が浄化槽に関する課題につ
いて情報交換を行った。

　・現地視察は、富山市岩瀬方面
　　（富山ライトレール、富岩運河水上ライン、中島閘門等）

◆令和₄年度 浄化槽法指定検査機関東海北陸ブロック協議会
　研修会及び役員連絡会
　11月10日（木）～11日（金）　岐阜県高山市　
　・寺井専務理事、協会事務局検査員₂名出席

◆令和₄年度 青年部会視察研修
　11月17日（木）～18日（金）東京
　・全浄連本部の業務を視察

◆第12回 ＴＪＫ杯ゴルフコンペ
　11月25日（金）
　・会　場：太閤山カントリークラブ
　・参加者：15名
　・優勝者：島　正己 氏（株）アムテック

富山県総合防災訓練

協会発足50周年記念式典会場

全浄連北陸地区協議会各県会長会議

第12回ＴＪＫ杯ゴルフコンペ優勝トロフィー授与
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◆令和₄年度 第₁回精度管理委員会　
　11月25日（金）
　⑴　委員長の互選及び副委員長の指名について
　⑵　令和₃年度法定検査実施結果及び採水員検査の精度管理
　　結果について
　⑶　令和₄年度採水員検査精度管理実施計画（案）について

◆令和₄年度 第₁回正副会長会議　
　12月₁日（木）
　⑴　第₄回協会発足50周年記念事業実行委員会について
　⑵　第₂回臨時理事会の提出議題等について
　⑶　今後の予定について

◆第₄回 協会発足50周年記念事業実行委員会
　12月₁日（木）
　⑴　記念事業（式典・祝賀会）の結果報告について
　　　・式典・祝賀会の出席者等について
　　　・50周年記念事業の決算見込みについて
　⑵　協会発足50周年記念誌の概要について

◆令和₄年度 第₂回臨時理事会
　12月₁日（木）　富山商工会議所ビル
　《理事16名、監事₂名出席》
　・決議事項は、すべて原案通り承認されました。
　【決議事項】
　　₁　市町村長及び富山県知事への要望について
　　₂　協会発足５０周年記念事業について
　　₃　行政との情報交換会等の開催について
　　₄　今後の行事予定について
　【報告事項】
　　₁　会長の職務執行状況について
　　₂　専務理事の職務執行状況について
　　₃　環境省 脱炭素化推進事業について
　　₄　浄化槽管理士研修会の実施状況について
　　₅　退会届等の状況について
　　₆　受賞のおよろこびについて
　　₇　富山県総合防災訓練における浄化槽の災害対応訓練に
　　　ついて

◆富山県知事要望（本紙₇頁に掲載）
　12月13日（火）　知事控室

◆富山県議会議長・生活環境文化部長要望（本紙₇・₈頁に掲載）
　12月16日（金）　議長室、部長室

正副会長会議

協会発足50周年記念事業実行委員会

第₂回臨時理事会

精度管理委員会
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市町村名 行政人口 下 水 道
処理人口

下水道処理
人口普及率

類似施設
処理人口

処理人口
合　　計

汚 水 処 理
人口普及率

対象基数
（基）

検査基数
（基）

受検率
（％）

富 山 市 410.2 382.7 93.3 24.6 407.3 99.3 6,613 3,510 53.1
高 岡 市 166.6 154.7 92.8 5.9 160.6 96.4 5,594 2,317 41.4
射 水 市 91.5 81.3 88.9 10.1 91.4 99.9 2,364 794 33.6
魚 津 市 40.3 31.5 78.2 8.0 39.5 97.9 1,926 616 32.0
氷 見 市 44.6 27.2 60.9 14.3 41.5 93.0 3,366 1,544 45.9 
滑 川 市 33.0 27.1 82.1 4.9 32.0 97.0 2,335 1,067 45.7 
黒 部 市 40.4 26.5 65.5 12.3 38.8 96.0 2,661 916 34.4 
砺 波 市 47.4 34.6 72.9 9.1 43.8 92.2 4,026 1,554 38.6
小矢部市 28.8 19.6 68.2 5.8 25.4 88.4 3,126 1,095 35.0
南 砺 市 48.3 42.0 86.9 6.2 48.1 99.6 978 388 39.7
市  計 951.1 827.2 87.0 101.2 928.4 97.6 32,989 13,801 41.8
舟 橋 村 3.3 3.3 100.0 0.0 3.3 100.0 3 1 33.3
上 市 町 19.5 17.0 87.1 2.2 19.2 98.6 820 210 25.6
立 山 町 25.0 21.8 87.3 2.3 24.1 96.5 1,818 472 26.0
入 善 町 23.4 17.6 75.1 5.8 23.4 100.0 1,053 182 17.3
朝 日 町 11.2 9.6 85.8 0.5 10.1 90.3 1,411 383 27.1
町 村 計 82.4 69.3 84.1 10.9 80.2 97.3 5,105 1,248 24.4
合  計 1,033.6 896.5 86.7 112.1 1,008.5 97.6 38,094 15,049 39.5

令和₃年度末
汚水処理人口普及率及び下水道処理人口普及率

令和₃年度
第11条検査の受検状況

（単位：千人､ ％）

※類似施設：農村下水道、コミュニティ ･ プラント、合併処理浄化槽等
※表の数値については、四捨五入を行ったため、合計等が合わないことがある。

　富山県と（公財）
とやま環境財団が
実施したコンクー
ルにおいて「富山
県浄化槽協会会長
賞」を受賞した₉
作品です。

立山町立立山中央小学校
２年　間瀬　大雅 さん

砺波市立砺波東部小学校
６年　平井　悠花 さん

砺波市立砺波北部小学校
３年　小野瀬　友香 さん

富山市立八幡小学校
３年　菅野　嘉紀 さん

富山市立新庄小学校
４年　川原　つくし さん

黒部市立清明中学校
３年　伊東　公平 さん

高岡市立福岡中学校
２年　三可　悠稀 さん

高岡市立南星中学校
１年　湊　　栞奈 さん

立山町立利田小学校
５年　碓井　紅羽 さん

令和₄年度　富山県「環境ポスターコンクール」会長表彰
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▪今後の開催予定（総会・理事会等）▪令和₅年度　浄化槽管理士研修について

▪新任職員の紹介

▪ You Tube 動画の制作・公開について

　浄化槽法の一部改正に伴い、富山県及び富山
市では条例が改正され、業登録更新申請書に掲
載する浄化槽管理士に対し、登録有効期間ごと
に₁回以上の研修を受講させるよう義務付けら
れました。
　この業登録更新に必要な浄化槽保守点検業務
に関する研修として、「浄化槽管理士研修会」
を今年も₈月中旬に開催します。
 登録申請書に記載された浄化槽管理士全員の
受講が必要であり、令和₅年₄月₁日以降の更
新については、本研修会の受講証明書の添付が必
須となりますので、計画的に受講してください。
 なお、詳細は決まり次第お知らせしますが、
受講申請は、開催日の₂か月前から先着順で受
付けし、定員に達し次第締め切りますので、お
早めにお申し込みください。

　当協会では、今年度₂本の YouTube 動画を
制作し、現在、ホームページに公開中です。
　ぜひご覧になってください。
・浄化槽法定検査：法定検査の様子を紹介
・50周年記念ムービー：協会発足から50年のあ

ゆみを紹介

◎公益財団法人富山県浄化槽協会ホームページ
　https://www.jkyo-toyama.or.jp/

▶行政との情報交換会
　と　き：令和₅年₁月２7日（金）
　ところ：富山国際会議場
▶令和₄年度 第₁回法定検査運営委員会
　と　き：令和₅年₂月14日（火）
　ところ：富山県民会館
▶第₆期 指定採水員指定講習会
　と　き：令和₅年₂月22日（水）
　ところ：富山県トラック会館
　予備日：令和₅年₂月２８日（火）
　ところ：富山商工会議所ビル
▶令和₄年度 第₂回総務委員会
　と　き：令和₅年₃月中旬
▶令和₄年度 第₂回定例理事会
　と　き：令和₅年₃月下旬

▶第11回　定時総会
　と　き：令和₅年₆月₆日（火）
　ところ：富山国際会議場

検査課　検査員補助
 清水　亮兵
　令和₄年₉月１５日に検査課 
検査員補助として採用され、
毎日先輩職員に付いて浄化槽
の法定検査業務を猛勉強中で

す。“どうぞよろしくお願いします。”
　☆趣味： 釣り、キャンプ
　素敵な妻とかわいい₂人の子供たちと楽しく
過ごしています。
　コロナが落ち着いたら、また家族キャンプに
行きたい。。。

【Tou Tube 動画】浄化槽の法定検査

【Tou Tube 動画】（公社）富山県浄化槽協会
50周年記念ムービー　暮らしの水を「美サイクル」。




